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話題の本棚

女
性
／
女
性
史
の
持
つ
問
題
意
識
と
展
望

　

本
書
、
い
や
、
今
ま
で
女
性
の
地
位
に
関
す
る
活
動
に
積
極
的
に
奔
走
し
て

き
た
人
々
の
著
作
や
学
問
的
記
述
の
根
底
に
は
明
確
な
問
い
が
あ
る
―
―
「
女

は
、
女
た
ち
を
包
摂
し
て
し
ま
う
か
無
視
し
て
き
た
分
野
の
な
か
で
、
ど
う
や

っ
て
主
体
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。」

　

女
性
が
男
性
と
対
等
に
な
ろ
う
と
す
る
試
み
は
、
常
に
男
性
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
に
女
性
と
い
う
差
異
を
書
き
足
す
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
で

は
な
く
て
、
も
は
や
そ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
自
体
を
書
き
換
え
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
と
、
著
者
を
含
め
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
ら
は
要
請
す
る
。
こ
う
し
た

明
確
な
（
著
者
は
党
派
的
と
さ
え
呼
ぶ
）
問
題
意
識
を
も
ち
、
本
書
は
、
邦
訳

版
刊
行
か
ら
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
更
な
る
訳
を
加
え
て
論
を
展
開
す
る
。

　

著
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
を
専
門
と
す
る
歴
史
学
者
で
あ
る
。

彼
女
は
、
女
性
が
従
属
的
地
位
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
を
、
時
に
は
歴
史
書
の

中
で
、
時
に
は
現
代
社
会
で
、
ま
た
学
術
界
で
も
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

本
書
は
、
そ
れ
ら
全
て
の
女
性
抑
圧
的
な
構
造
を
歴
史
的
に
記
述
し
、
ま
た
歴

史
学
と
い
う
学
問
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
権
力
闘
争
（
政
治
）
に
踏
み
込
む
。

＊

　

本
書
の
構
成
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
は
、
第
Ⅲ
部
。
こ
の
部
で
は
、
著
者
の

専
門
で
あ
る
一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
史
を
題
材
と
し
て
歴
史
の
内
部
に
い

か
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
入
り
込
ん
で
い
る
か
を
説
く
。
搾
取
さ
れ
た
労
働
者
に
よ

る
運
動
の
功
労
を
説
い
て
き
た
歴
史
的
叙
述
の
内
部
に
は
、
全
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
記
述
が
な
い
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
労
働
者
た
ち
の
抗
議
で
は
家
族
に
つ
い

て
、
ま
た
男
／
女
の
役
割
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ

る
。
著
者
は
そ
れ
が
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
政
治
経
済
学
な
ど
の
統
計
の
発
展
に

お
い
て
も
、
男
女
の
差
、
特
に
女
の
「
依
存
性
」
を
自
然
な
も
の
で
あ
る
と
補

強
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
、
資
料
に
お
け
る
人
々
の
言
説
か
ら
明
ら

か
に
す
る
。
女
性
労
働
者
の
抑
圧
は
、
歴
史
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
ら

を
恒
常
的
に
し
て
き
た
の
は
歴
史
家
た
ち
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

＊

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
観
点
は
、
今
の
平
等
を
希
求
す
る
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
た

め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
観
点
を
養
う
た
め
に
、
差
異
を
主
張
し

て
き
た
女
性
た
ち
や
女
性
史
が
存
在
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
私
た
ち

は
中
心
的
地
位
に
留
ま
る
男
性
た
ち
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
通
過
し
な
い
「
男
性

史
」（
あ
え
て
そ
う
呼
ぼ
う
）
の
付
属
と
し
て
学
ぶ
の
で
は
な
い
。
客
観
的
な

情
報
を
集
め
た
歴
史
で
あ
っ
て
も
、
資
料
の
用
い
方
等
に
よ
っ
て
埋
も
れ
た

人
々
は
多
く
存
在
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
記
述
が
私
た
ち
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
概
念
を
構
築
／
再
生
産
さ
え
し
て
き
た
。
本
書
か
ら
私
た
ち
読
者
は
、
歴

史
と
い
う
固
定
的
事
実
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
へ
の
批
判
的
視
点
や
、
差
異

を
生
み
出
し
た
女
性
た
ち
が
目
指
す
平
等
へ
の
道
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
「
歴
史
学
が
ど
の
よ
う
に
過
去
を
表
現
す
る
か
が
現
在
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
作

り
あ
げ
る
手
助
け
を
し
て
い
る
」
と
著
者
は
い
う
。
こ
れ
か
ら
先
を
生
き
る

人
々
に
宛
て
て
、
歴
史
は
紡
が
れ
て
い
く
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
五
二
八
頁　

税
込
二
四
二
〇
円　

5
月
刊
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
歴
史
学

ジ
ョ
ー
ン
・
Ｗ
・
ス
コ
ッ
ト
著

荻
野
美
穂
訳

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー



3

話題の本棚

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の『
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン
』―
―
意
図
・
原
爆
・
制
度

　

あ
な
た
は
今
、
こ
の
小
冊
子
を
手
に
取
り
、
ペ
ー
ジ
を
捲
り
、
書
評
を
読
ん

で
い
る
。
そ
の
理
由
と
は
何
で
あ
っ
た
か
？　

ど
う
し
て
そ
う
し
た
の
か
？　

面
白
そ
う
だ
っ
た
た
め
。
以
前
投
稿
し
た
書
評
を
確
認
す
る
た
め
。
あ
る
い
は
、

ク
イ
ズ
に
答
え
て
図
書
カ
ー
ド
を
も
ら
う
た
め
…
…
。
そ
の
答
え
は
い
く
つ
か

あ
る
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
意
図
的
な
行
為
0

0

に
は
理
由
を
問
う
こ
と
が

で
き
る
。
一
方
で
、
大
雨
が
鴨
川
を
氾
濫
さ
せ
た
り
、
あ
な
た
が
く
し
ゃ
み
を

し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
由
は
問
え
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
原
因
は
あ
る

が
、
理
由
は
な
い
出
来
事

0

0

0

だ
。

　【『
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン
』
―
―
哲
学
的
行
為
論
の
古
典
】

　

私
た
ち
の
行
為
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
、
単
な
る
出
来
事
・
自
然
現

象
に
は
な
い
独
自
性
が
あ
る
―
―
こ
う
し
た
一
見
相
反
す
る
関
係
を
ど
う
理
解

す
る
か
。
こ
こ
に
、
哲
学
的
行
為
論
の
一
つ
の
源
が
あ
る
が
、
Ｇ
・
Ｅ
・
Ｍ
・

ア
ン
ス
コ
ム
の
『
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン
』
は
、
こ
の
分
野
の
古
典
と
し
て
名
高
い

一
冊
だ
。
実
に
、
冒
頭
の
〈
意
図
的
行
為
に
つ
い
て
は
理
由
・
意
味
を
問
え

る
〉
と
い
う
の
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
ア
ン
ス
コ
ム
流
の
応
答
で
あ
る
。

　

ア
ン
ス
コ
ム
は
一
般
に
有
名
だ
と
は
言
い
難
い
。
少
し
説
明
を
加
え
よ
う
。

二
〇
世
紀
後
半
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
活
躍
し
た
こ
の
女
性
哲
学
者
は
、

Ｌ
・
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
高
弟
に
し
て
、
そ
の
著
作
の
英
訳
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
彼
女
自
身
の
代
表
的
著
作
が
本
書
で
あ
っ
た
。

　【
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン
』】

　

今
回
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
そ
の
新
訳
で
あ
り
、
ま
た
、『
イ
ン

テ
ン
シ
ョ
ン
』
の
前
後
に
書
か
れ
た
「
ト
ル
ー
マ
ン
氏
の
学
位
」
と
「
生
の
事

実
に
つ
い
て
」
の
翻
訳
も
加
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
編
集
版
で
あ
る
。

　

前
者
は
、
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
命
じ
た
米
国
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統

領
（
お
よ
び
彼
に
名
誉
学
位
を
与
え
よ
う
と
し
た
大
学
）
を
厳
し
く
非
難
す
る

極
め
て
実
践
的
な
文
書
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
不
幸
に
も
時
宜
を
得
て
お
り
、
哲

学
に
馴
染
み
の
な
い
方
で
も
読
み
や
す
い
は
ず
だ
。
例
え
ば
、
そ
の
読
み
ど
こ

ろ
の
一
つ
は
平
和
主
義
批
判
に
あ
る
。
ア
ン
ス
コ
ム
曰
く
、
平
和
主
義
は
〈
一

度
戦
争
が
始
ま
れ
ば
、
も
う
最
後
ま
で
行
く
し
か
な
い
、
す
な
わ
ち
虐
殺
も
致

し
方
な
い
〉
と
い
う
逆
の
極
端
に
転
落
し
て
し
ま
う
―
―
い
わ
ば
「
毒
を
食
ら

わ
ば
皿
ま
で
」
な
―
―
有
害
な
教
説
で
あ
る
。

　

後
者
は
、
行
為
や
出
来
事
の
意
味
づ
け
の
さ
れ
方
を
、
そ
の
背
後
に
あ
る

「
制
度
」
に
着
目
し
て
よ
り
包
括
的
に
論
じ
る
短
く
凝
縮
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。

ア
ン
ス
コ
ム
の
文
章
は
ど
れ
も
難
解
で
、
そ
の
不
親
切
さ
に
寛
容
に
な
る
必
要

が
あ
る
が
、
一
〇
頁
弱
の
こ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
慣
ら
し
て
い
く
の
も
一
つ
の
手

だ
。
訳
者
の
柏
端
に
よ
る
親
切
な
訳
注
も
、
た
い
へ
ん
頼
り
に
な
る
。

　

新
訳
『
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン
』
が
こ
の
意
味
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
に
よ
っ
て
読
者
は
、
三
篇
に
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
と
各
篇
独
自
の
主
張
を

そ
れ
ぞ
れ
捉
え
、
ア
ン
ス
コ
ム
の
思
索
を
よ
り
奥
行
き
の
あ
る
も
の
と
し
て
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
「
ト
ル
ー
マ
ン
氏
の
学
位
」
の
攻
撃
的
な
口
調

か
ら
は
そ
の
人
格
ま
で
も
が
窺
え
る
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

投
稿
・
伊
藤
迅
亮 

）

�

（
二
九
二
頁　

税
込
三
七
四
〇
円　

3
月
刊
）

イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン

―
―
行
為
と
実
践
知
の
哲
学

Ｇ
・
Ｅ
・
Ｍ
・
ア
ン
ス
コ
ム
著

柏
端
達
也
訳

岩
波
書
店
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　知らないことがある。
Google 検索をかける。ヒッ
トしたのはWikipedia のペー
ジだ。よし、これでわかっ
たし、一つ知識が増えたぞ。
今はこんな風に物事を調べ
るのが一般的だろう。昔な
ら辞書や辞典をひいて調べていた。何らかの
事柄について知識がまとめられ参照できる先
があるというのはありがたい。このような形で
知識がまとめられたものの元祖は何なのか？　
ということで、特集のトップに挙げる一冊は
encyclopedia、すなわち『百科全書』である。
　イギリスで先に『サイクロペディア』と名
づけられた事典が発行されていたが、それを
超えるようなあらゆる事項を網羅した書物を
著そうという企てが 18 世紀フランスで啓蒙
思想家たちによって起こされた。副題の示す
ところでは学問や芸術の解説、ということに
なっているが、それまでキリスト教の信仰に
基づき神が作ったとされる世界の事項を、改
めて人間の筆によって記述する試みともいえ
よう。もちろん全巻合わせると膨大な内容に
なるので、ここでは編纂の目的を述べた序論
と主な項目を抽出した本書を紹介したい。
　序論においては、いわゆる進歩史観に基づ
いた人間の技術・思想の進展が概観される。
編者ディドロ、ダランベール、ジョクールら
は系統樹という形で知識の体系化を図り、そ
こに様々な項目を配置していった。記述に関
わっているのは彼らのみならず、たとえば本
書に取り上げられた「自然法」の項目にはお
そらくモンテスキューが、また啓蒙主義と後
に袂を分かったルソーも途中までは関与して
いたであろう。
　詳細に各項を読むのは骨が折れると思うが
当時の知識の総体を体感してほしい。（�ねこ ）
� （418 頁　税込 1177 円）

百科全書―序論および代表項目
ディドロ、ダランベール他著

桑原武夫訳　岩波文庫

　

あ
る
観
点
か
ら
選
ば
れ
た
単
語
を
並
べ
、
そ
の
意
義
や
用
法
を
説
明
す
る
と
い
う
辞
典
の

形
式
は
、
国
語
辞
典
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
用
い
ら
れ
、
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て

い
る
。

　

言
葉
の
解
釈
は
、
そ
れ
を
共
有
す
る
人
び
と
の
思
想
に
大
き
く
影
響
を
う
け
る
た
め
、
辞

典
を
開
く
と
、
そ
の
編
者
た
ち
の
認
識
世
界
が
た
ち
現
わ
れ
、
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
現
実
か
、
空
想
か
、
あ
る
い
は
専
門
領
域
か
。
辞
典
に
広
が
る
未
知
の
世
界
に
と
び

こ
ん
で
み
て
は
い
か
が
。�

（�

た
い
や
き 

）

特集 辞典
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　言葉はよく、『てにをは』
によって結び付けられる。
本書では、言葉が結びつい
た形を「結合語」と呼び、
近現代の二百以上の作家の
作品や、雑誌・新聞の文章
から採集した六〇万の結合
語例を掲載している。よって本書には言葉の
意味の説明は一切なく、あるのは見出し語と、
それに結び付く語の羅列のみだ。
　ためしに引いてみよう。
　しめる【湿る】◀感傷が。気分が。着物が。
空気が。草の根が。声が。心が。土が。肌が。
瞳が。皮膚が。表面が。布団が。舗道が。マ
ッチが。綿が。藁が。夜露で。胸に。重く。
ぐっしょりと。しっとりと。じっとりと。じ
めじめ。やわらかく。てのひらが汗で。（略）
　このようなリズミカルな結合語例が本書を
埋め尽くす。ページを開くと言葉が一面に広
がり、五十音順の配列が自然と韻を踏む。
　本書の使い方は様々だ。言葉のつながり方
を確かめるのは最も基本的な活用方法だろう。
文章を書いていて、言葉のつながりや並びに
違和感を覚えたら、結合語例を確認するとよ
い。また、言葉を探すのにも向いている。こ
の言葉に対して適切な形容詞は何か、この気
持ちをどう表現すればよいのか、もっと気の
利いた表現はないか、本書を引けばぴったり
な言葉がきっと見つかる。
　なにも文章を書く時でなくとも、本書は存
分に楽しめる。パラパラめくっていると気に
なる言葉があちらこちらに落ちていて、それ
らが見出し語を介してつながりあい、洪水と
なって押し寄せてくる。連想が膨らみ、気づ
けば次々に語を引いている。そんな辞典だ。
　本書を手に取って、溢れる言葉に埋もれて
みるのもいい。� （�たいやき ）
� （1824 頁　税込 4180 円）

　日本語表現の巨匠ともい
える中村明が編む辞典。著
者は、多様な日本文学作品
から名表現を見出し解説す
る。全ての作品を網羅して
いるわけではなく、本書に
は著者の文学に対する嗜好
も多分に反映されている。しかし、「理系で
も文系でもない」著者が専門にした「文体
論」を軸に解き明かす、鋭い文章考察は、そ
うした著者の選択の恣意性の有無を問わずし
て、客観的な辞典足らしめているようである。
　例えば、夏目漱石のかの有名な著作が「吾
輩は猫である。名前はまだ無い。」から始ま
ることはほとんど誰もが知っているだろう。
しかし、なぜ、私たちはこの一文を知ってい
るのか？　著者曰く、「現実の猫は小説を書
かないし、自己紹介もしない、だいいち、こ
んなふうに日本語を巧みにあやつらない」こ
とを見破った上で読者は猫の語りに驚く。ま
た、猫を選んだあたりも良かったらしい。犬
だと「真っ直ぐの性格では、この作品の皮肉
っぽく呟く語り手にはミスキャスト」だと述
べる。なるほど、すまし顔でいつもさめた様
子の猫なら役回りとして適切なのは合点がい
く。更に、可憐で華奢なイメージもある猫が
夏目漱石の一文によって「百獣の王顔負けの
大きな態度で登場する」ために、物語にユニ
ークさが加わり、読者は微笑する。この作品
はつかみから大成功であった。
　本書は名表現辞典と銘打っているが、同時
に名作辞典ともいえる。ある文章の解説を読
んでいると、知っている作品はまた読みたく
なり、知らなかった作品は手に取りたくなる。
眠る前に一表現ずつ読んでいけば、あなたの
読みたい本リストが完成するだろう。枕元に
一冊いかが。� （�トントゥ ）
� （596 頁　税込 3520 円）

てにをは辞典
小内一著
三省堂

日本の作家　名表現辞典
中村明著
岩波書店
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　映画について知りたい、
しかし何から始めていいか
分からない。そんな大学生
も多いのではないか。そん
な方にお勧めしたいのが本
書、『世界シネマ大事典』。
オールカラーで 1100 以上
の作品が紹介されるこの辞典は映画史を知る
上でも入りやすい一冊だ。名シーンのカット
や各映画の見どころを紹介するなど、ページ
をめくるだけで愉しめる。
　1902 年のフランスのサイレント映画『月
世界旅行』から紹介される本書は、その多く
が見たこともない作品ばかりだろう。トーキ
ー映画の草創期、大恐慌時代に作られたミュ
ージカル映画、ナチス映画やソビエト映画、
出てくる作品のほとんどを知らずメモばかり
が増えていく。サブスクでは見つけられない
映画ばかりだ、図書館に行けば見つかるだろ
うか。紹介を読んでいるだけなのに、映画に
ついての教養が広がっていく。名前だけ知っ
ていた監督の業績を知り、戦争期にどのよう
な映画が製作されたかを学んでいく。自分が
知っていた映画の知識がどれほど狭く、どれ
ほど偏っていたのかに気付いてしまう。
　またオールカラーで紹介されるページの中
で注目してしまうのが各映画のポスターだ。
現代では映画のカットがそのままポスターに
なるが、かつてはそれ用に絵が描かれていた。
煽情的なポスターやアヴァンギャルドなポス
ター。宣伝の仕方にも時代や地域の差異が現
れ、作品以上に印象に残ってしまう。
　映画は本と比べて、古典に接しにくい。戦
前の映画を知る機会は少なく、そのことが見
る機会を減らしてしまう。映像芸術が流行す
るこの時代、その教養を深めるためにも是非
一冊手元においてみては。� （�きもの ）
� （576 頁　税込 4620 円）

　つづいて、一風変わった
「読む」辞典を紹介しよう。
『美学への招待』などの著
者としても知られる佐々木
健一の『美学辞典』である。
美学の教科書として構想さ
れた本書は、「美」や「芸
術」といった基礎から、「表現」や「様式」
など少々込み入ったものまで、この学問分野
にまつわる計 25 の基本概念を取り上げる。
　それぞれ約 10 ページの紙幅を割く各項目
の解説は、次の三つの観点から記述される。
すなわち、①必要な限りでの説明を加えなが
ら著者自らが当該の概念の定義を試み、②そ
れにまつわる概念史や学説史など、この定義
が依拠する諸説や異説を引証する。そして最
終的には、③その概念がいかなる意味で美学
の問題となりうるか、著者自身の見解が積極
的に書き添えられる。たとえば「美もしくは
芸術、あるいは感性的認識を主題とする哲学
的学科」と定義された「美学」の項を見てみ
よう。解説中盤、近代美学が成立までの道す
じがごく手短にまとめられたのち、末尾には
佐々木による見解、そもそも美学を語ること
は可能なのか、というパラドキシカルな問題
が提起される。著者による主観的な意見と客
観的な情報とが峻別され、後者にはその典拠
も添える親切な記述は、美学に精通する者に
とっても初学者にとってもありがたい。
　ある意味でこの分野のスタンダードとなっ
た本書も、刊行からすでに四半世紀以上が経
過した。本文の内容がアートワールドの現在
にどこまで妥当するかには留保が必要だが、
いずれにせよこの「開いた作品」が原点とな
って読者に論点の整理を促すとき、本書は今
なお現役で、ここに意味を尋ねることの意義
はいまだ失われていない。�（�投稿・カイリ ）
� （306 頁　税込 4180 円）

世界シネマ大事典
フィリップ・ケンプ責任編集
遠藤裕子ほか訳　三省堂

美学辞典
佐々木健一著
東京大学出版会
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　アルゼンチンに生まれた
「書淫の怪物」ボルヘスは、
その半生を暗闇の中で過ご
した。本書は、彼が盲目と
なった後に書かれた作品で
ある。目に見えぬモノたち
の世界を案内するにあたり、
彼ほどに心強い導師はいないのである。
　本書は幻獣たちの詳細な知識を与えてくれ
るというよりも、文学中で描かれる彼らの一
面を綴った覚え書きである。それゆえ、＜一
角獣＞や＜ニンフ＞など聞き覚えのある幻獣
に加え、＜神＞や＜分身＞など幻獣とは定義
しがたい対象も見出しに並んでいる。
　印象的な項目を見てみよう。＜ある雑種＞
――「ぼくは奇妙な動物を飼っている。半分
猫で半分羊だ。これは父の形見だ。しかしぼ
くが飼うようになってから、こうなったの
だ。」唐突に始まるエッセイ風の文章。これ
はカフカの作品からの引用だが、ボルヘスは
あえて何の説明も加えない。事前解説なく進
められる語りに、読者はまさに、文学におけ
る異様なモノとの出遭いを体感するだろう。
　ボルヘス独特の幻獣談義は、＜ひとつ目の
生き物＞の項でも繰り広げられる。ホメロス
から 17 世紀までの詩に現れるひとつ目巨人
の描写を辿りながら、彼は詩自体の表現分析
をも試みる。時代が下るにつれて、詩人と神
話世界の結びつきは希薄化し、巨人の描写も
弱々しくなると、彼は論じる。単なる“辞
典”と一線を画すことはもう明白だろう。
　ゆえに、辞典と名乗る本書に実用性を求め
てはならない。そこに膨大な文学史的知識が
詰め込まれていようとも。序論の言葉通り、
異界の住人との出遭いから得られるのは、初
めて動物園に行く子供が感じるような驚嘆と
怯えの入り混じった喜びなのだから。（�はらん ）
� （336 頁　税込 1210 円）

　芥川龍之介の『侏儒の言
葉』に大きな影響を与えた
とされるこの奇妙な辞典の
著者、アンブローズ・ビア
スは、19 世紀のアメリカに
生まれた作家・ジャーナリ
ストである。いくつかの語
の定義を示せば、本書が普通の辞典ではない
ことが、おのずと察せられるように思う。
　たとえば「錆びついた」（rusty）の定義は
「正義の女神の剣」、「一年」（year）の定義は
「三百六十五回の失望から成る一期間」、「自
尊」（self-esteem）の定義は「誤った評価」、
「自明の」（self-evident）の定義は「他のすべ
ての者を除き、自分自身にとってのみ明白
な」となっている。そう、本書は語の客観的
な定義が書かれた辞典ではない。本書は、ビ
アスのブラックユーモアに満ち溢れた主観的
な、しかし時に真理を鋭く抉り出すような定
義が書かれた異色の辞典なのである。
　ビアスの慧眼はとくに、政治に関する語に
おいて発揮される。日本政治の現状を念頭に
置きながら読むと、思わずうんうんと頷いて
しまう。たとえば「愛国者」（patriot）の定
義は「部分の利害のほうが全体のそれよりも
大事だと考えているらしい人」、「財政」
（finance）の定義は「歳入および資源を、管
理者自身の最大の利益になるように管理する
技術ないし理論」、「政治」（politics）の定義
は、「私の利益のために国事を運営すること」
となっている。普通の辞典に載っている客観
的な定義よりも、よっぽど実態に即した「客
観的」な定義だと感じられる。
　毒舌に次ぐ毒舌から成る本書だが、時には
おちゃめな定義もある。「たわごと」（nonsence）
の定義はこうだ――「すばらしい出来栄えの
本辞典に対して唱える異議の数々」。�（�ぱや ）
� （318 頁　税込 924 円）

幻獣辞典
ホルヘ・ルイス・ボルヘス著

柳瀬尚紀訳　河出文庫

新編 悪魔の辞典
ビアス著　西川正身編訳

岩波文庫
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

フ
ォ
ン
タ
ー
ネ

山
小
屋
の
生
活

パ
オ
ロ
・
コ
ニ
ェ
ッ
テ
ィ
著

関
口
英
子
訳
　
新
潮
社

　

人
は
何
故
山
を
目
指

す
の
だ
ろ
う
。
誰
も
い

な
い
自
然
の
中
で
生
活

し
、
た
だ
孤
独
と
向
き

合
い
た
く
な
る
。
そ
れ
は
ど
こ
か
文
明
の
生
活
に
欺

瞞
を
感
じ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
人
と
情
報

に
繋
が
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
虚
構
を
見
出
し
て
い

る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
帰
れ
な
い
山
』
で
世
界
的
に
有

名
に
な
っ
た
作
家
、
パ
オ
ロ
・
コ
ニ
ェ
ッ
テ
ィ
。
彼

は
三
〇
歳
を
迎
え
る
時
に
転
機
が
訪
れ
た
。
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
意
味
を
見
出
せ
な
く
な
り
、
何
も
書
け
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
眠

れ
な
い
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
自
ら
の

源
泉
が
枯
渇
し
た
彼
は
、
自
分
を
取
り
戻
す
た
め
に

ア
ル
プ
ス
の
山
麓
で
生
活
し
始
め
る
。
本
書
は
一
人

の
作
家
の
山
小
屋
生
活
を
綴
っ
た
記
録
で
あ
る
。

　

不
便
で
あ
る
こ
と
に
尊
さ
を
見
出
す
、
簡
素
で
あ

る
こ
と
の
至
福
を
噛
み
し
め
る
。
副
題
に
あ
る
通
り

彼
は
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ソ
ロ
ー
に
憧
れ
て

幸
村
を
討
て

今
村
翔
吾
著

中
央
公
論
新
社

　

真
田
幸
村
。
こ
の
名

を
知
ら
な
い
日
本
人
は

ほ
ぼ
い
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
は
彼
は
死

の
前
日
ま
で
諱
「
信
繁
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、「
幸

村
」
と
い
う
名
は
、
生
前
の
確
か
な
史
料
に
は
見
ら

れ
な
い
。
謎
は
名
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
戦
果
を
は
じ

め
、
そ
の
生
涯
、
い
や
真
田
家
自
体
を
覆
っ
て
い
る
。

「
幸
村
」
と
は
誰
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
「
真
田
」

の
目
的
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。

　

本
書
は
物
語
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
謎
に
つ
い
て
、

一
つ
の
解
を
提
示
し
て
い
る
。
真
田
の
宿
敵
で
あ
る

徳
川
家
康
を
探
偵
役
と
し
、「
幸
村
」
そ
し
て
「
真

田
」
の
謎
に
迫
っ
て
い
く
本
書
は
、
時
代
小
説
で
あ

り
な
が
ら
、
ミ
ス
テ
リ
ー
的
な
構
成
を
取
っ
て
お
り
、

「
真
田
の
物
語
」
と
、
家
康
が
「
幸
村
」
に
迫
る
中

で
証
言
を
得
た
「
幸
村
と
関
わ
っ
た
武
将
た
ち
の
物

語
」
の
両
輪
で
話
が
進
む
。
様
々
な
視
点
か
ら
語
ら

れ
る
こ
と
で
次
第
に
「
幸
村
」
が
像
を
結
ん
で
い
く

過
程
は
爽
快
で
あ
り
、
そ
の
中
で
描
か
れ
る
武
将
た

ち
の
儚
く
も
熱
い
関
係
性
、
そ
し
て
真
田
家
の
複
雑

な
、
し
か
し
強
く
お
互
い
を
想
い
合
う
固
い
絆
に
胸

を
掴
ま
れ
る
。

　

自
分
を
勝
る
才
能
を
持
つ
息
子
に
苦
々
し
い
思
い

を
抱
き
つ
つ
心
の
底
で
は
強
く
そ
の
幸
せ
を
願
う
父
、

そ
ん
な
父
を
理
解
し
、
離
れ
た
場
所
に
身
を
置
き
な

が
ら
も
父
の
夢
を
叶
え
よ
う
と
す
る
息
子
、
お
互
い

に
尊
敬
の
念
と
深
い
親
愛
で
結
び
つ
い
た
兄
弟
。
決

し
て
直
線
だ
け
で
は
な
い
、
時
に
捻
れ
ま
た
裏
に
隠

れ
る
、
三
人
を
結
ぶ
糸
は
、
複
雑
な
絵
を
描
き
、
物

語
は
深
み
を
増
す
。
作
中
何
人
も
の
武
将
が
口
に
す

る
「
幸
村
を
討
て
」。
こ
の
言
葉
を
捻
り
出
す
ま
で

の
真
田
の
努
力
を
、
乱
世
を
駆
け
抜
け
た
彼
ら
の
夢

の
果
て
を
ぜ
ひ
見
届
け
て
ほ
し
い
。（�

投
稿
・
黄
丹 

）

�

（
五
二
七
頁　

税
込
二
二
〇
〇
円　

3
月
刊
）

い
た
。
時
代
や
地
域
が
変
わ
っ
て
も
、
野
生
の
暮
ら

し
は
人
間
に
必
要
な
も
の
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
。

生
活
の
中
で
自
ら
を
模
索
し
徐
々
に
彼
の
中
の
川
が

流
れ
始
め
る
。
幼
少
の
頃
に
楽
し
み
、
そ
し
て
青
年

に
な
る
中
で
忘
却
さ
れ
た
山
の
生
活
の
記
憶
を
取
り

戻
し
て
い
く
。
孤
独
へ
の
意
志
は
徐
々
に
溶
け
て
い

き
、
山
男
や
犬
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
く
。

　

翻
訳
で
も
失
わ
れ
な
い
、
流
れ
る
よ
う
な
文
章
。

炎
の
暖
か
み
や
風
の
冷
た
さ
を
感
じ
ら
れ
る
描
写
力
。

あ
ぁ
こ
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
み
た
い
、
そ
こ
に
は
私

た
ち
が
忘
れ
、
そ
し
て
帰
り
た
く
な
る
よ
う
な
生
き

様
が
写
っ
て
い
る
気
が
す
る
か
ら
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
一
七
二
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

2
月
刊
）
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棗
椰
子
の
木
陰
で

第
三
世
界
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と 

文
学
の
力

岡
真
理
著
　
青
土
社

　
「
マ
デ
ィ
ー
ナ
ト
・

ル
・
バ
ラ
フ
、
棗
椰
子

の
街
」
―
―
イ
ラ
ク
南

東
の
都
市
バ
ス
ラ
は
、

棗
椰
子
で
有
名
な
の
だ
と
言
う
。
何
百
万
本
も
の
棗

椰
子
が
生
い
茂
る
バ
ス
ラ
の
街
で
、
人
び
と
は
棗
椰

子
と
と
も
に
そ
の
生
を
営
ん
で
き
た
。
棗
椰
子
の
木

陰
で
静
か
に
本
を
読
む
青
年
、
あ
る
い
は
棗
椰
子
の

木
陰
で
愛
を
語
り
合
う
二
人
。
そ
ん
な
平
和
な
光
景

が
頭
に
浮
か
ぶ
。
し
か
し
そ
の
光
景
は
、
度
重
な
る

戦
争
に
よ
っ
て
無
慈
悲
に
破
壊
さ
れ
た
。
爆
撃
は
棗

椰
子
の
木
陰
を
跡
形
も
な
く
消
し
去
っ
た
。
そ
の
木

陰
に
蓄
積
さ
れ
た
数
々
の
思
い
出
も
ろ
と
も
に
―
―
。

　

本
書
に
は
、
副
題
が
示
す
よ
う
に
「
第
三
世
界
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
文
学
の
力
」
に
関
す
る
諸
論
考
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
表
題
作
「
棗
椰
子
の
木
陰
の
文

学
」
で
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
イ
ラ
ク
や
パ
レ
ス
チ
ナ

の
過
酷
な
現
実
に
あ
っ
て
、
文
学
が
持
つ
力
で
あ
る
。

人
び
と
が
虫
け
ら
の
よ
う
に
殺
さ
れ
て
い
る
と
き
、

文
学
に
い
っ
た
い
何
が
で
き
る
の
か
。
著
者
は
こ
の

切
実
な
問
い
に
対
し
て
、
こ
う
答
え
る
―
―
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
は
「
今
、
こ
こ
」
の
出
来
事
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
文
学
は
「
そ
う
し
た
出
来
事
す
べ

て
に
先
立
っ
て
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
生
を
営

ん
で
き
た
か
、
何
を
愛
し
、
何
を
慈
し
み
、
何
を
大

切
に
し
て
生
き
て
き
た
か
、
そ
う
し
た
生
の
具
体
的

な
細
部
」
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
は
そ
れ

を
知
ら
な
い
か
ぎ
り
、
戦
争
が
人
び
と
か
ら
何
を
奪

っ
た
の
か
を
、
真
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
爆
撃

が
焼
き
尽
く
し
た
も
の
、
そ
れ
は
棗
椰
子
だ
け
で
は

な
い
。
爆
撃
は
、
棗
椰
子
に
纏
わ
る
た
く
さ
ん
の
大

切
な
思
い
出
を
も
無
残
に
焼
き
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。

　

文
学
は
棗
椰
子
の
木
陰
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
。
こ
こ
に
文
学
の
力
が
あ
る
。（�

ぱ
や 

）

�

（
二
九
三
頁　

税
込
二
四
二
〇
円　

5
月
刊
）

　

母
が
娘
を
責
め
た
て
、

娘
は
母
を
苦
し
め
る
。

よ
く
あ
る
家
族
像
だ
ろ

う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、

保
守
的
な
男
中
心
社
会
の
害
毒
を
疑
っ
た
方
が
い
い
。

　

女
性
ば
か
り
が
苦
々
し
き
生
を
強
い
ら
れ
る
。
そ

れ
が
戦
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
て
書
き
継
が
れ
た
「
母

と
娘
の
物
語
」
で
あ
る
。
い
や
、
書
か
ず

0

0

0

継
が
れ
た

と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
著
者
は
七
人
の
女
性
作
家
に

よ
る
文
学
作
品
の
「
書
か
れ
な
か
っ
た
も
の
」
に
探

求
の
目
を
向
け
る
。
家
父
長
制
や
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
グ
ロ
テ
ス
ク
な
秩
序
は
、
書
く
行
為
自
体

に
お
ぞ
ま
し
い
不
自
由
さ
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
に
抗

う
術
こ
そ
、
書
け
な
い
姿
、
苦
し
ん
で
書
く
姿
を
示

し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
に
女
の
「
わ
た
し
」
た
ち

を
表
現
す
る
と
い
う
覚
悟
の
道
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

バ
ッ
ハ
マ
ン
や
イ
ェ
リ
ネ
ク
と
い
っ
た
世
界
的
書

き
手
と
共
に
紹
介
さ
れ
る
名
に
は
、
あ
ま
り
有
名
で

な
い
も
の
も
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
作
品
の
強
度

に
差
は
な
い
。
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
マ
ル
レ
ー

ン
・
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
「
ス
テ
ラ
を
殺
し
た
の

は
わ
た
し
た
ち
」
で
は
、
養
父
た
ち
に
凌
辱
さ
れ
た

娘
を
見
殺
し
に
し
た
主
婦
の
回
想
が
語
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
感
傷
的
な
後
悔
で
は
な
い
。「
ス
テ
ラ
が
死

ん
で
、
ほ
ん
と
う
に
気
が
楽
に
な
っ
た
。（
中
略
）

あ
ま
り
に
ホ
ッ
と
し
て
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
く
ら

い
だ
」
と
「
わ
た
し
」
は
書
い
て
い
る
。
こ
の
述
懐

に
よ
り
、
自
身
も
主
婦
だ
っ
た
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー

は
、
抵
抗
を
書
き
得
ず
男
の
共
犯
と
な
っ
て
し
ま
う

女
性
の
実
情
を
暴
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
姿
を
書

く
こ
と
で
、
既
存
社
会
の
歪
さ
を
示
す
た
め
に
。

　

バ
ト
ラ
ー
や
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の
思
想
を
駆
使
し
過

去
の
探
求
者
の
軌
跡
を
辿
る
本
書
。
そ
の
現
代
的
意

義
に
も
心
を
寄
せ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。�

（�

と
よ 

）

�

（
一
九
二
頁　

税
込
二
六
四
〇
円　

2
月
刊
）

母
と
娘
の
物
語

戦
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
女
性
文
学
の

《
探
求
》

國
重
裕
著
　
松
籟
社
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魔
女
狩
り
の
社
会
史

ノ
ー
マ
ン
・
コ
ー
ン
著
　
山
本
通
訳

ち
く
ま
学
芸
文
庫

　
“
魔
女
狩
り
”
と
聞

き
、
皆
さ
ん
は
何
を
思

い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
著
者
コ
ー
ン
は
、

魔
女
狩
り
研
究
は
我
々
を
「
迫
害
の
社
会
学
と
社
会

心
理
学
」
に
導
く
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
一
五
～
一

八
世
紀
に
世
を
震
わ
せ
た
こ
の
現
象
を
知
る
こ
と
は
、

迫
害
の
歴
史
と
そ
れ
を
正
当
化
し
た
社
会
の
非
道
徳

的
か
つ
非
理
性
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
光
を
当
て
る
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
排
除
の
根
源
的
性
質

を
見
極
め
る
べ
く
、
著
者
は
あ
え
て
、
魔
女
狩
り
の

最
盛
期
た
る
一
五
世
紀
以
降
に
は
触
れ
な
い
。

　

魔
女
狩
り
の
起
源
は
、
二
世
紀
ロ
ー
マ
帝
国
に
遡

ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
異
質
な
共
同
体
を
排

斥
す
る
た
め
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
異
教
の
教
義
を
独

自
に
（
都
合
の
良
い
よ
う
に
）
解
釈
し
た
。
聖
餐
式

は
性
的
オ
ル
ギ
ー
と
人
喰
い
の
場
と
み
な
さ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
災
厄
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
行
い
に
由
来
す
る

と
「
妄
想
」
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
当
初
、
魔
女
狩
り

の
動
機
は
、
悪
魔
と
の
契
約
を
罰
す
る
こ
と
に
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
四
～
五
世
紀
に
か
け
、
被
迫
害

者
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
迫
害
者
と
な
る
過
程

歴
史
学
の
擁
護

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
著

今
関
恒
夫
、林
以
知
郎
、與
田
純
訳

ち
く
ま
学
芸
文
庫

　
「
私
は
慎
ま
し
く
過

去
を
見
つ
め
、
ポ
ス
ト

モ
ダ
ニ
ス
ト
の
ど
の
よ

う
な
議
論
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
う
主
張
し
た
い
。
そ
れ
で
も
過
去
の
出
来

事
は
現
実
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

歴
史
家
が
十
分
慎
重
で
、
注
意
深
く
あ
り
、
自
己
批

判
に
徹
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
出
来
事
が
ど
の
よ
う
に

し
て
起
こ
っ
た
の
か
を
見
つ
け
だ
し
、
た
と
え
過
去

を
解
明
し
つ
く
し
た
最
終
結
論
に
達
す
る
こ
と
は
で

き
な
く
と
も
、
そ
の
過
去
が
い
っ
た
い
な
に
を
意
味

し
て
い
た
の
か
、
批
判
に
耐
え
う
る
結
論
に
い
た
る

こ
と
は
で
き
る
の
だ
、
と
。」
―
―
こ
の
結
語
こ
そ
、

最
良
の
総
括
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
れ
ら
は
い
か
に

し
て
可
能
か
。
本
書
は
そ
れ
を
説
く
史
学
論
で
あ
る
。

　

初
訳
邦
題
に
添
え
ら
れ
た
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム

と
の
対
話
」
が
示
す
通
り
、
本
書
が
そ
の
当
初
意
図

し
た
の
は
、
歴
史
学
の
存
立
に
疑
義
を
呈
し
た
「
ポ

ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
に
対
し
て
、
史
料
に
立
脚
し
た

整
合
的
解
釈
と
し
て
の
「
歴
史
」
の
意
義
を
示
す
こ

と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
版
あ
と
が
き
で
述
懐
さ
れ
、

そ
し
て
（
随
所
に
皮
肉
を
交
え
て
）
反
駁
さ
れ
る
よ

う
に
、
本
書
は
保
守
な
り
右
翼
な
り
か
ら
攻
撃
さ
れ

る
憂
き
目
も
見
た
。
本
書
の
反
響
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
本
書
は
現
在
も
は
び
こ
る
「
歴
史

修
正
主
義
」
―
―
否
認
主
義
に
至
る
議
論
に
、
歴
史

学
の
正
統
か
ら
応
答
し
た
書
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
本

書
が
今
こ
そ
再
読
さ
れ
る
べ
き
所
以
で
も
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
本
書
は
本
来
の
論
敵
を
撃
滅
せ
ん
と

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
目
的
、「
一
方
で
ポ
ス

ト
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
極
端
な
相
対
主
義
と
、
他
方
で
伝

統
的
な
歴
史
主
義
者
が
掲
げ
る
実
証
主
義
と
い
う
両

極
端
の
中
道
を
目
指
す
」
た
め
の
議
論
は
説
得
的
か
、

さ
て
、
読
ん
で
確
か
め
て
み
て
ほ
し
い
。�

（�

侯
爵 

）

�

（
五
七
六
頁　

税
込
一
八
七
〇
円　

5
月
刊
）

で
、
悪
魔
の
存
在
が
魔
女
狩
り
の
必
須
要
素
と
な
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

本
書
後
半
で
列
挙
さ
れ
る
よ
う
に
、
異
端
狩
り
の

手
は
教
皇
に
も
及
ん
だ
。
高
位
の
人
間
ほ
ど
、
知
識

を
総
動
員
し
て
理
論
武
装
し
た
「
妄
想
」
に
よ
っ
て
、

虚
構
を
現
実
と
し
て
書
き
換
え
、
社
会
に
大
き
な
動

揺
を
も
た
ら
す
の
だ
。
第
三
章
で
述
べ
ら
れ
る
通
り
、

初
期
の
魔
女
狩
り
は
、
往
々
に
し
て
あ
る
個
人
の

「
個
性
」
が
引
き
金
と
な
っ
て
起
き
た
。
こ
の
点
に
、

上
か
ら
の
情
報
操
作
に
よ
っ
て
、
容
易
に
迫
害
が
生

じ
う
る
現
代
と
の
共
通
性
を
見
出
す
の
は
評
者
だ
け

だ
ろ
う
か
。�

（�

は
ら
ん 

）

�

（
六
〇
八
頁　

税
込
一
八
七
〇
円　

3
月
刊
）
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イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で 

青
に
溺
れ
る

発
達
障
害
者
の
世
界
周
航
記

横
道
誠
著
　
文
藝
春
秋

　

四
〇
歳
に
し
て
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ

Ｓ
Ｄ
）
と
注
意
欠
如
・

多
動
症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

の
診
断
を
受
け
た
文
学
研
究
者
が
本
書
の
著
者
だ
。

他
者
か
ら
の
断
絶
感
、
現
実
体
験
と
幻
想
が
混
濁
、

「
脳
内
多
動
」
に
よ
る
朦
朧
感
、
処
理
し
き
れ
な
い

聴
覚
情
報
、
こ
れ
ら
に
よ
る
総
合
的
な
感
覚
を
著
者

は
「
水
の
中
に
あ
る
か
の
よ
う
」
だ
と
表
現
す
る
。

　

本
書
は
、
当
事
者
の
視
点
か
ら
障
害
研
究
も
行
う

著
者
が
、
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
る
以
前
の
旅
行
体

験
を
当
事
者
研
究
の
知
見
か
ら
解
釈
し
直
し
た
旅
行

回
想
記
だ
。
ウ
ィ
ー
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
バ
ン
コ
ク
、
上
海
。
二
五

の
都
市
を
舞
台
に
、
未
知
の
土
地
を
旅
し
、
他
者
と

出
会
い
、
芸
術
と
触
れ
合
う
中
で
、
著
者
は
体
験
世

界
に
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。
発
達
障
害
で
ゆ
ら
め

く
身
体
は
世
界
に
翻
弄
さ
れ
、
キ
マ
イ
ラ
現
象
、
フ

ロ
ー
体
験
、
失
感
情
症
、
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
、

脱
男
性
化
と
い
っ
た
体
験
を
し
て
き
た
。

　

そ
ん
な
旅
の
道
中
、
著
者
の
慣
れ
親
し
ん
だ
世
界

文
学
の
様
々
な
場
面
が
同
時
に
立
ち
現
れ
る
。
カ
フ

カ
、
ム
ー
ジ
ル
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
、
村
上
春
樹
。

多
岐
に
わ
た
る
文
学
作
品
の
引
用
が
混
沌
と
し
た
体

験
世
界
の
記
述
と
溶
け
合
う
こ
と
で
、
よ
り
味
わ
い

深
い
紀
行
文
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
る
。

　

発
達
障
害
の
諸
特
性
は
、
単
純
に
厄
介
な
も
の
で
、

克
服
す
べ
き
、
と
い
っ
た
否
定
的
な
位
置
づ
け
を
さ

れ
る
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
む
し
ろ
、
心
の
扉

を
開
き
、
豊
饒
な
イ
メ
ー
ジ
を
湧
き
立
た
せ
、
未
知

の
世
界
に
解
き
放
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
と
著
者
は
語

る
。
本
書
を
通
し
て
、
世
界
の
多
様
性
だ
け
で
な
く
、

発
達
障
害
と
い
う
「
脳
の
多
様
性
」
を
認
識
し
、
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
八
六
頁　

税
込
一
八
七
〇
円　

4
月
刊
）

　

本
書
で
は
、『
ド
ラ

イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
』

の
監
督
・
濱
口
竜
介
を

含
め
、
東
日
本
大
震
災

と
向
き
合
っ
た
三
組
の
映
像
作
家
の
実
践
が
、「
中

動
態
」
を
手
が
か
り
に
分
析
さ
れ
る
。

　

二
〇
一
一
年
当
時
、
す
で
に
映
像
の
撮
影
と
発
信

は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、「
当
事

者
」
の
撮
影
し
た
膨
大
な
映
像
記
録
が
生
ま
れ
た
。

し
か
し
著
者
は
「
当
事
者
」
が
撮
影
し
た
と
い
う
点

だ
け
で
過
大
評
価
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
同
じ
体

験
を
し
て
い
よ
う
と
も
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
共
有
不

可
能
な
経
験
や
感
情
を
持
つ
特
異
な
他
者
」
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
事
実
が
肯
定
さ
れ
つ
つ
、
人
々
が
共

存
で
き
る
場
と
し
て
、
著
者
は
「
3
が
つ
11
に
ち
を

わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
（
わ
す
れ
ン
！
）」

を
紹
介
し
、
そ
こ
に
通
っ
て
い
た
酒
井
耕
＆
濱
口
竜

介
・
鈴
尾
啓
太
・
小
森
は
る
か
の
作
品
と
実
践
を
考

察
し
て
い
く
。
例
え
ば
酒
井
と
濱
口
は
、
東
北
記
録

映
画
三
部
作
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
に
お
い
て
、
丹
念

に
対
話
を
記
録
す
る
。
二
人
は
、
映
像
に
登
場
す
る

語
り
手
が
「
震
災
の
当
事
者
」
と
し
て
「
真
実
を
語

る
者
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
こ
と
を

問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
語
り
手
と
聞
き
手
は
そ
れ
ぞ

れ
真
正
面
に
カ
メ
ラ
を
据
え
ら
れ
、
正
対
し
な
い
形

で
対
話
す
る
。
あ
え
て
「
作
為
の
痕
跡
」
が
残
さ
れ
、

観
客
は
他
者
の
「
わ
か
ら
な
さ
」
を
担
保
し
つ
つ
語

り
を
聞
か
ざ
る
を
得
な
い
。
三
組
の
作
家
の
作
品
は

こ
の
よ
う
な
「
主
体
と
対
象
が
同
時
に
複
数
の
関
係

性
を
取
り
結
ぶ
」
よ
う
な
「
複
眼
的
中
動
態
」
を
持

つ
と
、
著
者
は
論
じ
る
。

　
「
当
事
者
」
が
撮
っ
た
／
撮
ら
れ
た
映
像
の
そ
の

先
へ
共
に
向
か
お
う
と
す
る
一
冊
。（�

投
稿
・
石
透 

）

�

（
三
七
四
頁　

税
込
二
四
二
〇
円　

1
月
刊
）

中
動
態
の
映
像
学

東
日
本
大
震
災
を
記
録
す
る 

作
家
た
ち
の
生
成
変
化

青
山
太
郎
著
　
堀
之
内
出
版
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亡
命
文
学
論

徹
夜
の
塊
Ⅰ　

増
補
改
訂
版

沼
野
充
義
著

作
品
社

　
「
詩
と
な
っ
て
ロ
シ

ア
に
帰
る
」
と
題
さ
れ

た
、
ず
っ
し
り
と
厚
い
、

一
冊
の
亡
命
ロ
シ
ア
詩

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
あ
る
。
東
西
冷
戦
時
代
、
鉄
の
カ

ー
テ
ン
が
ま
だ
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
き
、

亡
命
作
家
た
ち
は
「
も
う
二
度
と
故
国
の
土
は
踏
め

な
い
と
い
う
悲
壮
な
覚
悟
と
と
も
に
」
異
郷
に
生
き

て
い
た
。
も
う
二
度
と
ロ
シ
ア
に
は
戻
れ
な
い
―
―

そ
う
固
く
信
じ
て
い
た
彼
ら
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
、

そ
れ
は
「
詩
と
な
っ
て
ロ
シ
ア
に
帰
る
」
と
い
う
美

し
く
も
哀
し
い
希
望
、
た
だ
こ
れ
の
み
だ
っ
た
。

　

本
書
は
、「
亡
命
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
文
学
を

論
じ
た
い
く
つ
か
の
文
章
、
す
な
わ
ち
「
亡
命
文
学

論
」
を
一
冊
に
ま
と
め
た
大
著
で
あ
る
。
ス
ラ
ヴ
文

学
を
専
門
と
す
る
著
者
が
と
り
わ
け
注
目
す
る
の
は
、

ソ
連
お
よ
び
東
欧
か
ら
の
亡
命
者
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
、
ナ
ボ
コ
フ
、
ク
ン
デ
ラ

と
い
っ
た
よ
く
知
ら
れ
た
作
家
か
ら
、
ゴ
ン
ブ
ロ
ー

ヴ
ィ
ッ
チ
、
ド
ヴ
ラ
ー
ト
フ
、
ブ
ロ
ツ
キ
ー
と
い
っ

た
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
作
家
ま
で
、
数
多
の
亡

命
作
家
が
論
じ
ら
れ
る
。「
亡
命
者
の
存
在
様
式
こ

綴
葉
編
集
委
員
募
集
お
よ
び

投
稿
募
集
の
お
知
ら
せ

　
『�

綴
葉 

』
編
集
委
員
会
で
は
、編
集
委
員
を
新
た
に

若
干
名
募
集
し
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
、
毎
月
二
～
三
本
の
書
評
を
書
く
こ

と
、
毎
週
金
曜
日
に
行
わ
れ
る
編
集
会
議
に
出
席
し

て
『�

綴
葉 

』
の
編
集
作
業
に
携
わ
る
こ
と
で
す
。
編

集
委
員
に
は
毎
月
若
干
の
活
動
手
当
と
、
書
評
で
取

り
上
げ
た
書
籍
の
代
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
京
都
大
学
生
協
加
入
者
で
大
学
院
の
修

士
課
程
な
い
し
医
学
部
の
五
回
生
以
上
、
そ
し
て
右

記
の
仕
事
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
出
来
る
方
で
す
。

　

こ
の
条
件
を
満
た
し
編
集
委
員
と
し
て
の
活
動
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
誌
添
付
の
読
者
カ
ー
ド
に
編

集
委
員
会
へ
の
参
加
希
望
の
旨
を
明
記
の
上
、
生
協

の
ひ
と
こ
と
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
か
、『�

綴
葉 

』
表
紙

記
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
追
っ
て
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
読
者
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
採
用
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
、
書
籍

代
（
上
限
二
五
〇
〇
円
）
お
よ
び
薄
謝
を
図
書
カ
ー

ド
に
て
差
し
上
げ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

　

書
評
の
形
式
は
次
の
通
り
で
す
。

①
「�

新
刊
／
新
書
コ
ー
ナ
ー
」：
新
刊
二
〇
字
×
三

二
行
、
新
書
二
〇
字
×
二
三
行
。
出
版
さ
れ
て

か
ら
半
年
以
内
の
書
籍
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
「�

最
近
読
ん
だ
本
」：
三
〇
字
×
四
二
行
。
普
段

の
読
書
の
中
で
特
に
面
白
か
っ
た
も
の
を
紹
介
、

批
評
し
て
下
さ
い
。
刊
行
時
期
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
冊
以
上
取
り
上
げ
た
い
場
合
は
ご

相
談
下
さ
い
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
書
名
・
著
者
名
・
出
版
社

名
・
総
ペ
ー
ジ
数
・
発
行
年
月
・
税
込
価
格
と
投
稿

者
の
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明
記

し
て
下
さ
い
。
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
は
本
誌
表
紙
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

�

（�

編
集
委
員
一
同 

）

そ
は
人
間
一
般
の
生
き
方
の
原
型
を
鮮
や
か
に
示
し

て
い
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
亡
命
文
学
を
通
し

て
人
間
の
存
在
様
式
の
原
型
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
、

そ
れ
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
傑
出
し

た
作
家
に
は
亡
命
を
経
験
し
た
者
が
多
く
、
と
り
わ

け
ロ
シ
ア
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
。
ロ
シ
ア
に
お
い

て
亡
命
者
は
、「
周
縁
的
な
存
在
」
で
は
な
く
「
中

心
的
な
存
在
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
書

は
、
優
れ
た
亡
命
文
学
論
で
あ
る
と
同
時
に
、
優
れ

た
二
〇
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
論
で
も
あ
る
と
言
え
る
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
亡
命
者
が
増

加
し
て
い
る
現
在
、
本
書
は
必
読
で
あ
る
。（�

ぱ
や 

）

�

（
五
〇
七
頁　

税
込
五
二
八
〇
円　

4
月
刊
）
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依
存
症
と
回
復
、そ
し
て
資
本
主
義

暴
走
す
る
社
会
で〈
希
望
の
ス
テ
ッ
プ
〉を
踏
み
続
け
る

中
村
英
代
著
　
光
文
社
新
書

タ
リ
バ
ン
台
頭

―
―
混
迷
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
代
史

青
木
健
太
著
　
岩
波
新
書

人
種
主
義
の
歴
史平

野
千
果
子
著

岩
波
新
書

　

昨
年
5
月
―
―
ア
メ
リ
カ
軍
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が
撤

退
を
開
始
し
た
時
期
か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
急

速
な
変
化
を
迫
ら
れ
た
。
現
在
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
既

存
の
共
和
制
を
覆
し
、
イ
ス
ラ
ム
に
忠
実
に
則
っ
た

0

0

0

0

0

0

と
さ
れ
る
女
性
抑
圧
的
な
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
は
私
た
ち
が
得
ら
れ
る
情
報
の
一

側
面
に
過
ぎ
な
い
と
著
者
は
訴
え
る
。
と
い
う
の
も
、

タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
非
情
さ
を
伝
え
る
だ
け
で
は
「
な

ぜ
」
台
頭
し
た
の
か
と
い
う
問
い
に
正
確
に
は
答
え

ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
勤
務
し
て

き
た
著
者
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
台
頭
の
背
景
に
あ
っ

た
、
腐
敗
し
た
政
治
体
制
、
国
際
社
会
の
圧
力
、
そ

れ
ら
が
も
た
ら
す
民
主
性
の
喪
失
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
確
か
に
酷
い
、
そ
し
て
酷
く

映
る
よ
う
に
国
際
メ
デ
ィ
ア
は
報
じ
て
き
た
。
し
か

し
、
遠
い
国
の
ど
こ
か
で
起
こ
っ
た
悲
惨
な
宗
教
上

の
問
題
な
ど
と
片
づ
け
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者

は
再
三
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
実
行
支
配
す
る
背
景
を

見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
と
主
張
す
る
。
幾
重
も
の

構
造
化
さ
れ
た
原
因
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

　

本
書
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
情
勢
を
学
び
、
関
心

を
抱
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
。（�

ト
ン
ト
ゥ 

）
�

（
二
二
二
頁　

税
込
九
二
四
円　

3
月
刊
）

　

一
時
の
安
楽
と
絶
え
ざ
る
飢
餓
感
。
依
存
の
苦
し

み
を
味
わ
う
者
は
、
今
日
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

依
存
症
は
個
人
規
模
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
現
代
社
会
が
何
か
に
人
を
依
存
さ
せ
る
と

い
う
前
提
が
、
著
者
の
中
村
に
は
あ
る
。
ど
ん
な
個

人
も
集
団
も
、
誰
も
が
報
酬
獲
得
と
苦
痛
回
避
と
に

よ
り
駆
動
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
酒
や
薬
物
へ
の

依
存
行
動
に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
資
本
の
増
殖
を

至
上
と
す
る
資
本
主
義
に
ま
で
通
じ
て
い
る
と
い
う
。

人
類
学
者
ベ
イ
ト
ソ
ン
の
理
論
を
介
し
つ
つ
論
じ
ら

れ
る
「
依
存
症
」
と
「
現
代
社
会
」
と
の
連
関
に
は

肌
感
覚
で
理
解
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
前
半
部
の
問
題
提
起
に
続
き
、
後
半
で

は
薬
物
依
存
者
の
た
め
の
施
設
ダ
ル
ク
な
ど
、
回
復

支
援
の
現
場
か
ら
の
証
言
が
並
ぶ
。
依
存
の
解
決
策

が
重
要
な
の
で
は
な
い
。
依
存
す
る
当
人
と
支
援
者

が
、
い
か
に
「
身
を
委
ね
る
」
べ
き
か
が
個
別
の
ケ

ー
ス
ご
と
に
問
わ
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
、
依
存
を
強

い
る
社
会
か
ら
の
脱
出
手
段
が
仄
見
え
る
だ
ろ
う
。

　

理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
導
か
れ
る
論
者
の
展
望

は
、
一
つ
の
可
能
性
に
留
ま
る
。
だ
が
議
論
の
広
い

射
程
に
鑑
み
れ
ば
、
無
視
は
で
き
ま
い
。�

（�

と
よ 

）

�

（
二
六
四
頁　

税
込
九
六
八
円　

5
月
刊
）

　

多
様
性
が
謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
、
一
方

で
Ｂ
Ｌ
Ｍ
運
動
な
ど
人
種
が
衝
突
の
根
幹
に
あ
る
問

題
は
絶
え
な
い
。
こ
の
「
人
種
」
と
は
何
な
の
か
？　

本
書
は
そ
の
歴
史
を
丁
寧
に
掘
り
下
げ
て
い
く
。

　

お
気
づ
き
だ
ろ
う
が
本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
「
人

種
」
で
は
な
く
「
人
種
主
義
」。
こ
こ
で
著
者
は
人

種
と
い
う
概
念
が
自
明
な
訳
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
。
サ
ル
ト
ル
が
引
用
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
イ

ト
の
言
葉
―
―
「
合
衆
国
に
は
黒
人
問
題
な
ど
存
在

し
な
い
。
あ
る
の
は
白
人
問
題
だ
。」
―
―
が
示
す

よ
う
に
、
問
題
は
「
人
種
」
が
考
案
さ
れ
る
背
景
な

の
だ
。
そ
の
契
機
と
し
て
最
大
の
も
の
は
新
大
陸
と

そ
こ
に
住
む
人
々
の
発
見
で
あ
ろ
う
。
肌
の
色
や
露

出
が
異
な
る
人
と
出
会
っ
た
時
、
彼
ら
を
自
分
と
同

じ
存
在
と
思
え
る
か
？　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
ま
ず

は
未
知
の
相
手
を
知
る
た
め
に
、
そ
し
て
相
手
の
内

に
自
分
た
ち
と
同
じ
部
分
を
、
い
や
む
し
ろ
差
異
を
、

さ
ら
に
は
優
劣
を
見
出
す
た
め
に
「
人
種
」
を
作
り

出
し
た
。
時
代
が
下
り
、
学
問
の
発
展
が
こ
の
概
念

に
科
学
的
裏
付
け
を
与
え
て
正
当
化
す
る
。

　

現
在
に
至
る
こ
の
概
念
の
存
続
に
目
を
向
け
る
た

め
に
も
一
読
が
必
要
で
あ
る
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
二
七
〇
頁　

税
込
一
〇
三
四
円　

5
月
刊
）

新書コーナー
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私の本棚

こ
だ
わ
っ
て
み
た
い
ド
イ
ツ
映
画
と
政
治

　

当
た
り
前
の
話
だ
が
、
映
画
と
は
唯
一
無
二
の
娯
楽
で
あ
り
、
気
軽
に
楽
し

め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
だ
わ
っ
た
映
画
鑑
賞
は
、
と
き
と
し
て
重
大
な

事
柄
に
関
す
る
態
度
決
定
を
反
映
す
る
。
今
回
は
、
近
年
の
ド
イ
ツ
映
画
研
究

を
紹
介
し
な
が
ら
、
映
画
鑑
賞
の
政
治
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
歴
史
を
遠
望
し
つ
つ
、
主
観
を
恐
れ
ず

　

ド
イ
ツ
映
画
の
歴
史
を
大
掴
み
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
瀬
川
裕
司
『�

物

語
と
し
て
の
ド
イ
ツ
映
画
史 
』（
明
治
大
学
出
版
会
）
を
ま
ず
手
に
取
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
昨
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
本
書
は
、
同
国
の
映
画
に
関

す
る
ま
さ
に
最
新
の
概
説
書
で
あ
る
。
最
初
期
の
上
映
装
置
事
情
か
ら
ウ
ー
フ

ァ
成
立
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
シ
ネ
マ
の
展
開
、
東
西
統
一
後
の
傾
向
に

至
る
ま
で
、
整
理
さ
れ
切
っ
た
時
事
情
報
に
は
曇
り
一
つ
な
い
。
さ
ら
に
、
登

場
す
る
人
物
や
ジ
ャ
ン
ル
を
長
い
ス
パ
ン
で
分
析
し
考
察
を
つ
む
ぐ
「
縦
切

り
」
の
記
述
方
法
に
も
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
読
者
は
、
移
り

変
わ
る
物
語
と
し
て
歴
史
を
認
識
し
、
章
を
追
う

ご
と
に
映
画
史
の
多
重
変
奏
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
ム
ル
ナ
ウ
の
光
と
影
が
、
ヘ
ル
ツ

ォ
ー
ク
の
原
風
景
、
そ
し
て
ペ
ッ
ツ
ォ
ル
ト
の

「
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
」
へ
と
変
転
す
る
よ
う
に
。

　

同
書
の
成
立
に
、
著
者
で
あ
る
瀬
川
の
膨
大
な
鑑
賞
体
験
が
不
可
欠
で
あ
っ

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
彼
は
半
世
紀
に
わ
た
り
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
「
ド
イ

ツ
」
を
目
に
焼
き
つ
け
、
継
続
的
に
現
地
の
上
映
会
場
も
訪
れ
て
い
た
と
い
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
監
督
や
作
品
に
対
す
る
好
き
嫌
い
が
感
じ
ら
れ
る
文
章
も
あ
り
、

笑
い
を
誘
う
箇
所
も
。
し
か
し
そ
の
審
美
眼
が
真
に
冴
え
わ
た
る
の
は
フ
ァ
シ

ズ
ム
政
権
下
の
日
独
映
画
分
析
に
お
い
て
で
あ
る
。
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
筋
書

き
と
そ
の
粗
が
次
々
と
指
摘
さ
れ
、
裏
側
に
あ
る
政
治
的
な
意
図
が
示
さ
れ
る
。

同
書
に
は
「
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
著
者
の
言
葉
が
頻
出
す
る

が
、
そ
れ
は
彼
が
、
鑑
賞
の
重
み
を
誰
よ
り
も
知
る
が
ゆ
え
な
の
だ
ろ
う
。

　
こ
だ
わ
り
な
き
鑑
賞
者
と
し
て
の
ヒ
ト
ラ
ー

　

も
ち
ろ
ん
映
画
作
品
と
政
治
と
の
関
係
は
多
岐

に
わ
た
る
。
ビ
ル
・
ニ
ー
ヴ
ン
『�

ヒ
ト
ラ
ー
と
映

画 

』（
白
水
社
）
は
、
ナ
チ
の
独
裁
者
と
シ
ネ
マ

と
の
関
係
を
、
通
説
に
抗
い
つ
つ
多
角
的
に
検
証

し
て
い
る
。
第
三
帝
国
の
映
画
産
業
に
お
け
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
役
割
を
過
小
評
価

し
て
い
た
従
来
の
見
方
に
対
し
、
著
者
は
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
怠
惰
な
鑑

賞
者
と
い
う
ヒ
ト
ラ
ー
の
知
ら
れ
ざ
る
相
貌
を
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
端
々

で
言
及
さ
れ
る
政
権
周
り
の
醜
聞
か
ら
は
、
そ
の
徹
底
し
た
調
査
の
片
鱗
が
う

か
が
え
よ
う
。

　

し
か
し
焦
点
を
あ
て
る
べ
き
は
、
や
は
り
ヒ
ト
ラ
ー
の
私
的
な
鑑
賞
態
度
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
文
化
を
嫌
悪
し
、
大
衆
支
配
に
役
立
つ
映
画
を
撮
ら
せ
る
よ

う
仕
向
け
た
政
治
家
は
、
私
邸
で
は
節
操
の
な
い
映
画
中
毒
っ
ぷ
り
を
部
下
た

ち
に
晒
し
て
い
た
ら
し
い
。
表
向
き
非
難
し
て
い
た
表
現
主
義
映
画
や
ア
メ
リ

カ
ン
・
コ
メ
デ
ィ
ー
、
ユ
ダ
ヤ
人
俳
優
た
ち
の
映
画
も
、
彼
は
大
量
に
見
て
い

た
。
国
民
社
会
主
義
の
諸
観
念
は
、
責
任
者
の
映
画
鑑
賞
と
い
う
私
的
行
為
を

通
し
て
、
そ
の
様
々
な
矛
盾
を
こ
の
上
な
く
露
わ
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
だ
わ
り
抜
い
た
眼
が
フ
ィ
ル
ム
の
政
治
宣
伝
を
喝
破
す
る
一
方
、
こ
だ
わ

り
の
な
い
独
裁
者
は
自
身
の
過
ち
を
曝
け
出
す
。
さ
て
、
次
号
の
『�

綴
葉 

』
で

は
映
画
特
集
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
多
様
に
映
画
を
楽
し
め
る
今
日
、
映
画
と

書
評
は
い
か
に
結
び
つ
く
か
。
本
誌
の
こ
だ
わ
り
に
ご
期
待
あ
れ
。�

（�

と
よ 

）
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アフリカ学の眺望

ア
フ
リ
カ
で
、ア
フ
リ
カ
へ

　

来
る
8
月
の
27
・
28
両
日
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
首
都
チ
ュ
ニ
ス
に
て
、
第
8
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
8
）
が
開
催
さ
れ
る
。
日
本
国
政
府
や
ア

フ
リ
カ
連
合
委
員
会
な
ど
が
共
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
7
回
、
幅
広
い
分
野
か
ら

の
参
加
者
が
社
会
経
済
開
発
に
つ
い
て
交
流
を
深
め
て
き
た
。
前
回
会
議
で
採

択
の
「
横
浜
宣
言
2
0
1
9
」
に
お
け
る
「
3
つ
の
柱
」
の
第
一
は
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
民
間
セ
ク
タ
ー
の
関
与
を
通
じ
た
経
済
構
造
転
換
の
促
進
及
び
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
」
で
あ
っ
た
が
、
確
か
に
、
経
済
成
長
の
只
中
に
あ
る
ア

フ
リ
カ
こ
そ
、
日
本
が
期
待
し
て
い
る
そ
れ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

発
展
す
る
、
希
望
の
大
陸
―
―
『�
ア
フ
リ
カ
経
済
の
真
実 

』（
ち
く
ま
新
書
）

が
示
す
の
は
、
そ
の
よ
う
な
素
描
と
は
異
な
る
、
厳
し
い
混
迷
で
あ
る
。
鳥
の

目
＝
国
際
政
治
経
済
か
ら
の
俯
瞰
と
、
虫
の
目
＝
足
を
運
ん
だ
各
地
か
ら
の
仰

望
と
を
駆
使
し
て
、
著
者
は
「
開
発
が
も
た
ら
す
紛
争
」
の
逆
説
を
劈
開
し
、

介
在
す
る
構
造
が
も
た
ら
す
「
間
接
的
暴
力
」
を
剔
抉
す
る
。
本
書
が
語
る
の

は
、
あ
る
い
は
「
不
都
合
な
」
真
実
か
も
し
れ
な
い
が
、
著
者
は
決
し
て
煽
り

立
て
る
わ
け
で
は
な
い
。
透
徹
し
た
議
論
で
あ
る
、
追
従
で
も
激
昂
で
も
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に

0

0

0

0

0

、
そ
の
言
葉
の
一
つ
一
つ
は
ず
し
り
と
重
い
の
で
あ
る
。

　
「
ア
フ
リ
カ
の
農
村
か
ら
発
せ
ら
れ
る
悲
痛
な
声
は
、
圧
殺
さ
れ
つ
づ
け
る

し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
―
―
克
明
に
論
じ
ら
れ
る
苦
難
と
、
投
げ
か
け
ら

れ
る
問
い
か
け
に
、
日
本
―
―
南
北
問
題
の
此
岸
―
―
か
ら
、
同
じ
時
代
か
ら
、

応
答
す
る
と
き
、『�

新
・
現
代
ア
フ
リ
カ
入
門 

』（
岩
波
新
書
）
は
有
益
な
指
針

と
な
る
に
違
い
な
い
。
本
書
も
ま
た
、
鳥
の
目
そ
し
て
虫
の
目
の
、
透
徹
し
た

ア
フ
リ
カ
論
で
あ
る
。
出
版
か
ら
一
〇
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、
た
と
え

ば
、『
真
実
』
が
論
じ
る
、
西
ア
フ
リ
カ
内
陸
、
サ
ヘ
ル
地
域
の
不
安
定
化
に

つ
い
て
、「
西
進
す
る
反
テ
ロ
リ
ズ
ム
戦
争
」
と
し
て
早
く
に
着
目
す
る
な
ど
、

そ
の
洞
察
は
現
在
も
な
お
、（
あ
る
い
は
残
念
な
が
ら
も
）
熟
読
に
資
す
る
も

の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
著
者
は
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
と
同
様
に
ペ
シ
ミ
ズ
ム
も

退
け
る
。
民
族
語
で
の
教
育
、
政
治
参
加
の
拡
大
と
実
質
化
、
そ
れ
ら
を
通
じ

た
自
律
的
経
済
発
展
。「
脈
々
と
息
づ
い
て
き
た
人
々
の
社
会
変
革
へ
の
営
み
」

に
、
著
者
は
「
人
々
が
変
え
る
」
ア
フ
リ
カ
の
端
緒
を
見
る
。
そ
こ
で
強
調
さ

れ
る
一
つ
は
知
識
人
の
役
割
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
知
識
人
の
思
索
の
一
つ
と

し
て
『�

ア
フ
リ
カ
文
学
講
義 

』（
み
す
ず
書
房
）
を
挙
げ
よ
う
。
邦
題
が
強
調

す
る
と
お
り
、
本
書
は
第
一
に
は
「
世
界
文
学
」
思
想
に
連
な
る
文
学
論
だ
が
、

他
方
、
原
題
の
逐
語
訳
「
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
八
つ
の
講
義
」
が
示
す
よ
う
に
、

著
者
ア
ラ
ン
・
マ
バ
ン
ク
―
―
「
北
」
と
の
不
可
避
的
な
往
還
を
生
き
る
文
人

の
「
現
代
史
や
思
想
、
社
会
問
題
に
も
広
が
る
視
野
を
も
つ
」
省
察
で
も
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
を
人
文
学
的
に
「
読
む
」
た
め
の
良
き
案
内
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ア
フ
リ
カ
で
の
見
聞
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
言
葉
。
そ
れ
ら
に
触
発
さ
れ
つ
つ
、

た
と
え
ば
今
度
は
自
分
が
一
つ
の
「
ア
フ
リ
カ
」
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

現
地
で
の
調
査
は
大
い
に
有
用
な
（
あ
る
い
は
ほ
ぼ
不
可
欠
の
）
手
段
と
な
る
。

『�

地
域
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
：
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
か
ら
読
み
解
く
世
界

情
勢 

』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
は
、
そ
の
よ
う
な
「
地
域
研
究
」
の
方
法
を
説

く
一
冊
で
あ
る
。
単
に
現
地
に
赴
く
だ
け
で
は
、
意
義
あ
る
知
見
な
ど
何
ら
期

待
で
き
な
い
。
本
書
を
読
み
、
考
え
る
こ
と
は
、
知
的
生
産
の
技
法
と
し
て
の

フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
を
会
得
す
る
第
一
歩
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
表
題
の
と
お
り
、

本
書
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
論
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
南
」
か
ら
、

ア
フ
リ
カ
か
ら
、
世
界
を
捉
え
る
こ
と
―
―
「
北
」
の
歴
史
的
そ
し
て
現
代
的

責
任
を
考
え
る
こ
と
、「
南
」
に
現
前
す
る
変
革
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
、

そ
れ
ら
は
天
を
同
じ
う
す
る
管
鮑
の
営
為
に
他
な
ら
な
い
。�

（�

侯
爵 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
推
し
出
版
社
特
集
、
知
ら
な
い
出
版
社
ば
か
り
で

面
白
か
っ
た
で
す
。
ま
た
や
っ
て
欲
し
い
で
す
。

�

（�

農
学
部
・
す
み
れ 

）

―
―
普
段
読
書
を
し
て
い
て
も
出
版
社
を
意
識
す
る

機
会
は
中
々
少
な
い
で
す
よ
ね
。
私
が
好
き
な
出
版

社
は
京
都
の
阿
吽
社
。
漫
画
『
阿
・
吽
』
を
通
じ
て

知
っ
た
出
版
社
で
す
が
な
か
な
か
面
白
い
本
が
多
い

な
と
感
じ
ま
し
た
。
是
非
読
者
の
方
も
自
身
の
推
し

出
版
社
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〇
大
学
生
と
い
う
特
集
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
大
学

生
の
う
ち
に
、
大
学
生
特
集
の
本
を
読
ん
で
み
た
い

で
す
。�

（�

法
科
大
学
院
・
五
穀
豊
穣 

）

―
―
居
る
と
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
多
分

「
大
学
生
」
と
い
う
時
期
は
人
生
に
お
い
て
そ
ん
な

に
長
く
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
長
期
休
み
が

あ
り
、
平
日
で
も
関
係
な
く
遊
べ
る
友
人
が
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
故
の
葛
藤
が
あ
る
。
学
生
の
内
に
読
む

の
も
い
い
で
す
が
、
大
学
生
活
が
終
わ
っ
た
後
に
改

め
て
読
む
の
も
ま
た
一
興
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〇
初
め
て
綴
葉
を
手
に
取
り
ま
し
た
。
本
屋
に
行
っ

て
足
が
向
か
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
知
れ
て
、
よ
か

っ
た
で
す
。�

（�

農
学
研
究
科
・
麻
婆 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
本
と
の
小

さ
な
出
会
い
を
お
届
け
し
ま
す
ね
。�

（�

き
も
の 

）

　京都に来てから 5回目の春になった。私は
大学を卒業し、大学院に進学した。新しく入
った研究室からは、鴨川がよく見える。
　今年の桜は、例年になく遅咲きだった。4
月になってようやく、鴨川の桜は満開になっ
た。桜を見ていると、フジファブリックのデ
ビュー曲「桜の季節」を思い出す。「桜の季
節過ぎたら、遠くの町に行くのかい？桜のよ
うに舞い散ってしまうのならばやるせない」
卒業と共に京都を去った友は、桜を見ること
なく遠くの町にいったのだろうか。そんなこ
とをぼんやりと考えていた。
　ある日、この春に就職で京都を離れた先輩
から、綴葉の編集委員をやってみないかと声
をかけていただいた。昔から本を読むのは好
きだったが、文章を書くのは正直苦手だった。
でも、春の陽気に包まれるとなんでもできそ
うな気がして、やってみますとすぐに返事を
した。編集会議に顔を出すようになったころ
には、桜は枝いっぱいに葉を茂らせていた。
　気がつくと梅雨になっていて、書評も何本
か書いた。まだまだ慣れないが、評すること
は新鮮な読書体験を与えてくれる。私の書評
を通じて本を手に取っていただけるとなによ
り光栄だが、まずは自分自身が楽しんで書評
を続けていきたい。� （�たいやき ）

当てよう！図書カード編集後記
　7 月、祇園祭が戻ってくる。といっても、
この侯爵、京都は昨年からなので、戻るもな
にも、祇園祭は初めてなのだが……とまれ、
山鉾の一つ「長刀鉾」は生稚児が乗ることで
知られている。習わしとして、稚児は相応の
官位に叙されるが、それは以下のどれか。

　1．正三位参議　　2．従三位大将
　3．従四位中将　　4．正五位少将
� （�侯爵 ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 8月 15 日です。

《4月号の解答》 4 月号の問題の正解は、3．
の岩倉具視幽棲旧宅でした。茅葺屋根の主屋
もいいですが、武田吾一設計の対岸文庫もい
いですよね。図書カードの当選者は、ハード
ラーさん、とけさん、きらきらぼしさん、大
三元さん、すみれさんの 5名です。ご当選お
めでとうございます。� （�きもの ）


